

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－ 18 － － 19 －
?????????? ???????????????
21）「（聖人の道は）その君子をして以て自然に知を開き材を養ひて以てその徳を成すことあり，小人をし
て以て自然に善に遷り悪に遠ざかりて以てその俗を成すことあらしむ」（『弁道』20p.29）というように，
徂徠においても，その変化の仕方は「自然」である。当人にとっては無自覚で無理のないものである。
22）たとえば朱子学の人間観では，人間と禽獣，植物など他の生物との優劣は，「形」にも反映している
ということになる。それは賦与されている「気」の質差による。『北渓字義』巻上，命の項では「以人
物合論，同是一気，但人得気之正，物得気之偏，人得気之通，物得気之塞。且如人形骸， 卻與天地相應，
頭圓居上，象天，足方居下，象地。北極為天中央，卻在北，故人百會穴在頂心， 卻向後。日月来往只在
天之南，故人之両眼皆在前。海，鹹水所帰，在南之下，故人之小便亦在前下。此所以為得気之正。如物
則禽獣頭横，植物頭向下，枝葉卻在上，此皆得気之偏處。人気通明，物気壅塞。人得五行之秀，故為万
物之霊。物気塞而不通，如火煙鬱在裏許，所以理義皆不通」（陳淳著，熊國禎，高流水點校，理学叢書『北
渓字義』中華書局出版 1983p.2）とある。人間の「形」は天地をかたどるものであり，その意味でも優
秀性を持つが，人間と禽獣，そして植物の優劣は端的にその頭の位置の相違によって語られている。また，
禽獣や植物，人間との差異については，『朱子語類』巻第四性理一にも言及されている。
23）14）参照。
